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   Three cases of ureteral polyp are reported. The first case was an adult fibrous  polyp. The 

second was the first report as a single, lower ureteral polyp in a child in Japan. The third was a granu-

lomatous polyp accompanied by ureteral stones. 

   About 130 cases of ureteral polyp have been reported in  Japan. Although it has been classified 

into 4 to 7 histological types, the concept of ureteral polyp itself is confusing as its origin remains con-

troversial. 
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緒 言

尿管ホ リーフは比較的 まれ であ り,良 性 であること

からか,取 りあげ られ る機会が少ない.し か し,そ の

概念には厳密な基準がな く,取 り扱いには誤解 を生 じ

やすい.

著者は,最 近 教室 で経験 した尿管ポ リーフの中か ら

3例 を供覧 し,そ の概念につ き若干の文献的考察を加

えて検討 した.

症 例

症例1=肉 眼的血尿 と下腹 部痛 を主 訴と して来 院 し

た46歳 男性.IVUに て右尿管 下部 に 陰影欠損を 認

め(Fig.1)尿 管腫瘍 の疑いで入院 となった.尿 細胞

診はclassI～Inaで あ り,血 液 生化学 的 に も異常

を認め なか った.尿 管 腫瘍 の臨床診断 のもとに 手術

を施行 した ところ,右 尿管 口よ り約3cm近 位か ら約

5cmの 長 さの腫瘍 を認め た.こ れを迅速 切片 にて病

理検査 に 出した ところ,ホ リーブ との 診断 であ った

(Fig.2).尿 管の部 分切除 と尿管膀胱再吻合(Boari

の手術)を おこなって手術 を終えた.術 後はIVUの

所見 も正常 とな り経過良好にて退院 し,術 後7ヵ 月の

現在 も健在 であ る.

症例2:肉 眼的血尿を主 訴 として来院 した12歳 の男

児.IVUに て 左 尿 管 下 部 と膀胱 に陰影欠損を認め

(Fig.3)膀 胱鏡検査 で 左尿管 口よ り腫瘍 の膀胱 内へ

の突 出を認めた.こ れ をパ ンチ生検 したところpapil-

larycarcinomaが 疑われたため,左 腎尿管摘除お よ

び膀胱 部分切除術を施行 した.し か しなが ら,手 術摘

出材料の詳細な病理学的検討をお こな った ところ,ポ

リープと診断 された(Fig.4).術 後経過は良好で,2

年3ヵ 月後の現在 も健在であ る.

症例3:腹 痛 を主訴 とし て 他 院 よ り紹 介された,

IVU上,右 腎多発結石 と高度の水腎症を ともな う左

尿管結石を認め た(Fig.5)た め,左 尿管 切石術を施

行 した ところ,結 石下部の尿管に腫瘍性病変を認めた
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Fig.2.HistologyofcaseI

た め,こ の一 部を 生 検 の 目的 で 切除 した.術 後経 過 は

良 好 で あ り,生 検 の 結 果 は ポ リー プで あ った(Fig.

6).患 者 は術 後3年 の 現在 も健 在 で あ る.

考 察

尿 管 ポ リー フに 関 し,大 沢 ら1)は121例 を 報告 し,

そ の 後 永 田 ら2)は127例 を学 会発 表 して お り現 在 の と

ころ 本邦 に お け る報 告 は130例 前 後 と考 え られ る,組

織 学 的 に は 飯 尾 ら3)が 真性 ボ リー一プ と して,fibrous

polyp,vascularpolyp,fibroepithelialpolypに 分

け て記 載 して い るが,こ の 分 類 に,炎 症 に よるい わ ゆ

るinflammatorypolypを 加 えた4型 を 考 え れ ば,

尿 管 ポ リー プ の基 本 的 な組 織 診 断 は 可能 で あ ろ う.大

沢 ら1)は これ らに 加 え,edematouspolyp.mucosal

polypさ らに は,三nflammatorypolypとgranulo・

matouspolypを 分 け て7型 と して い る.た だ し,実

際 に は これ らの どれ に 入れ て よ いか 判 定 しかね る よ う

な さ ま ざ まな 要 素 が 混 在 して い る も の もあ り,こ まか

く分 類 す る こ とが,か え って 診断 を 複 雑 に して い る感

もい なめ な い.
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症例1は,7型 を 考 慮 して もfibrouspolypと 診

断 した。

症例2は,数 少 な い 小児 例 であ るが 吉 田 ら4)は15歳

以 下 の小 児 に お け る 尿管 ポ リー プ11例 を 集 計 して い

る.そ れ 以 前 の10例 はす べ て 尿 管 上 部 に 発 生 して お

り,吉 田 らの の 症 例 は,上 部 と下 部 に あ る多 発 例 で あ

った.自 験 例 は,小 児 ポ リー プの12例 目であ り,と く

に 尿管 下 部 の 単 発 発 生 例 と して は,本 邦 第1例 目 と考

え られ る.小 児 ホ リー ブの 結 石 合併 につ い ては ま った

く報告 され てお らず,自 験 例 も これ を認 め なか った.

この こ とは小 児 ボ リー ブの 先天 的 要 因 を 支 持 す る根 拠

と して 注 目され る.

症 例3は,結 石 に 合併 したgranulomatouspolyp

であ った が,福 岡 ら5)は 結 石 に炎 症 性 ポ リー フや 肉 芽

が 合 併 した の は23,3%と 述 べ,諸 家 の示 して い る結 石

一・炎 症 → ポ リープ とい う図 式 を 裏 付 け る現 象 と して 紹

介 して いる.し か し,同 時 に 真 性 ポ リー プ(線 維 性 ボ

リー プ)に も68.5%に 結 石 の合 併 が あ った とす る林 田

ら6)の 報 告 や,み ずか ら炎 症 性 ホ リー フか ら真 性 ポ リ

ー プへ 移 行 す る もの もあ ろ と の意 見 も述 べ て い る.こ
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のことは前記の図式を正当 とし,ポ リープを炎症性,

非炎症性 と分 けることの妥当性に疑問を投 げかけた と

いえ よう.す なわ ち,一 般に いわれているポ リープの

成因,す なわ ち,慢 性炎症,機 械的刺激,尿 流障害,

ホルモ ン失調,ア レルギーさらには先天的要因を含め

て,こ れ らを単に炎症性や 肉芽腫ばか りでな くポ リー

プ全体にあてはめて考 えるべ きである.東 福寺 ら7)の

主張す るごとく,基 本的にポ リー プとは病理学的見地

か らみ て,あ くまでも肉眼的所見に対 してつけ られ た

名称 であ り,肉 眼的に ポ リープと認め られればす べて

そ う呼 ん で 差 しつ か え な い はず で あ る.無 論,組 織 学

的に い くつ か に 分類 された こ とは 当然 の成 り行 き と考

えね ば な らな い が,そ れ で は,な ぜ 一 定 の基 準 に い た

らず,議 論 が 多 い の で あ ろ うか.そ れ は,お そ ら く,

そ の成 因 とい うもの を 強 く意 識 した 結果 で あ ろ う.例

えば,fibrouspolypとgranulomatouspolypは あ

きらか に 識 別 可 能 で あ り,こ と さ ら違 うもの で あ る と

議 論 す る こ とや,ま してgranulomatouspolypは 真

性 ポ リー プで は な い とい う見 解 が 述 べ られ るこ とな ど

は,ひ とえに,そ の組 織 像(あ るい は 臨 床 像 も加 味 し
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て述べ られる場 合もあるが)か ら,逆 にその成因 を推

測 しよ うとする現象 とはいえ まいか.大 沢 ら1)は,ポ

リープの大 きさや結石 と の合 併 率 な どよ り分析 した

が,結 論的には これ らに よりポ リープを規定す る鍵 は

みいだせ なか った ようである.し か しなが ら,諸 家 の

このような考察は,ポ リー プの本質に一歩で も迫 まる

ことが 目的 であ ることを考えれ ば,多 少 の難解 さを生

じても,妥 当な探究過程 といわ ざるをえない.

以上 よ り著老 は,尿 管ポ リープの 分 類 を 考 え る際

は,純 粋に組織学的に判定すれば,ほ ぼ混乱は生 じな

いが,成 因を考える とき,議 論百出で解決がなされ て

いないため,多 少の難解 さを ともな う,と 現状 を分析

す るに いた った.最 後に,治 療に関 して述 べれば,多

発傾向が少な く,悪 性化,転 移,再 発の報告 もないこ

とよ り,腎 保存を考 えた手術的治療がすす め られ る.

なお,結 石に ともな うポ リープの場合,福 岡 ら5)は,

尿管処理に時間を要す ること,術 後搬痕性 狭窄を生 じ

る危惧のあることな どの理 由で結石 の摘出のみをおこ

なった ところ,術 後の水腎症 の改善については,ポ リ

ープを ともなわ ない結石の術後に比 し,成 績が悪か っ

た と述べ,ポ リープの大 きさに よっては処 置をすべ き

としていることを付記 してお く.

結 語

1.教 室 で 最 近経 験 した3例 の 尿 管 ポ リー フを 報 告

した.

症 例1は,一 般 に いわ れ る,い わ ゆ る 真性 ポ リー プ

の うち のfibrouspolypで あ った.

症 例2は,小 児 ポ リー プ と して は 本邦12例 目,尿 管

下部 単 発発 生 例 と して は,本 邦 第1例 目 と 考 え ら れ

た。

症 例3は,結 石 に 合 併 したgranulomatouspolyp
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であった,

2.本 邦における尿管 ホ リーブは,130例 前後であ

り,そ れ らについての文献的考察をお こなった ところ,

ポ リープとは肉眼的所見に対 しての名称 であ り,組 織

学的には,4～7型 に 分類す ることがで きると考え ら

れた.成 因につ いては,さ まざまな議論がなされ てい

るが,解 決がつ いてお らず,こ のことが今だ組織学上

な どで一定基準 のない最大の理由 と考え られ た.
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